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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　床版の取り替えを目的として短期間で供用される急速施工用プレキャストコンクリート

床版の接合構造であって、前記プレキャストコンクリート床版どうしが目地部で所定間隔

をおいて架設されており、前記プレキャストコンクリート床版どうしの目地部に面する端

面には、それぞれ目地長手方向に所定間隔をおいて複数の孔明き鋼板が突出し、かつ対向

するプレキャストコンクリート床版の孔明き鋼板どうしが互いに平行で近接するように重

ね合わせられた状態で、該目地部に高強度鋼繊維補強モルタルが充填され接合されており

、前記目地部の間隔Ｃが１３０～１５０ｍｍ、目地部を挟む一方のプレキャストコンクリ

ート床版の目地部に面する端面から突出する孔明き鋼板どうしの板厚中心間の目地長手方

向の間隔ａが１００～３００ｍｍ、対向するプレキャストコンクリート床版の孔明き鋼板

どうしの板厚中心間の間隔ｂが孔明き鋼板の板厚ｔより大きくかつ１０～６５ｍｍであり

、目地部における孔明き鋼板の上下の被り厚ｒが３０～７０ｍｍ、孔径ｄが３０～４０ｍ

ｍであることを特徴とする急速施工用プレキャストコンクリート床版の接合構造。

【請求項２】

　請求項１記載の急速施工用プレキャストコンクリート床版の接合構造において、前記高

強度鋼繊維補強モルタルは設計基準強度が１００Ｎ／ｍｍ
2
以上の高強度鋼繊維補強モル

タルであることを特徴とする急速施工用プレキャストコンクリート床版の接合構造。

【請求項３】

　請求項１または２記載の急速施工用プレキャストコンクリート床版の接合構造において
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、 前 記 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 は 道 路 橋 用 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 ま た は

プ レ キ ャ ス ト プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 で あ る こ と を 特 徴 と す る 急 速 施 工 用 プ レ キ

ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 ３ 記 載 の 急 速 施 工 用 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 の 施 工 方 法 で あ っ

て 、 既 存 の コ ン ク リ ー ト 床 版 を 撤 去 す る 工 程 と 、 前 記 既 存 の コ ン ク リ ー ト 床 版 を 撤 去 し た

位 置 に 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 を 、 橋 軸 方 向 に 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト 床 版 と

の 間 に 目 地 幅 に 応 じ た 所 定 間 隔 を お い て 、 か つ 隣 接 し て 対 向 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー

ト 床 版 の 孔 明 き 鋼 板 ど う し が 互 い に 平 行 に 近 接 す る よ う に 架 設 す る 工 程 と 、 前 記 目 地 部 に

高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を 充 填 す る 工 程 と 、 該 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル の 養 生 お よ び

硬 化 に よ り 、 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 ど う し を 一 体 化 す る 工 程 と を 有 す る

こ と を 特 徴 と す る 急 速 施 工 用 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 の 施 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 橋 な ど に お け る 床 版 の 取 り 替 え を 目 的 と し て 短 期 間 で 供 用 さ れ る 急 速 施

工 用 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 （ Ｐ Ｃ ａ 床 版 ） の 接 合 構 造 お よ び そ の 施 工 方 法 に 関 す

る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 道 路 橋 な ど に お け る 既 存 の 床 版 は 、 施 工 後 、 輪 荷 重 疲 労 等 に よ り 経 年 劣 化 し た Ｒ Ｃ 床 版

が 多 い 。 劣 化 し た Ｒ Ｃ 床 版 の 取 り 替 え に は 、 急 速 施 工 の 観 点 や 耐 久 性 向 上 の 観 点 か ら 、 プ

レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 、 特 に プ レ キ ャ ス ト プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 が 採 用

さ れ る 場 合 が 多 い 。 し か し な が ら 、 一 般 的 に 、 工 場 で 製 作 さ れ る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー

ト 床 版 は 、 架 設 後 、 床 版 ど う し を 接 合 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 急 速 施 工 に 伴 う 床 版 ど う し の 接 合 構 造 と し て 、

場 所 打 ち 目 地 の 施 工 を 簡 略 化 す る た め 、 図 ３ に 示 す よ う な ル ー プ 鉄 筋 ３ １ を 用 い た 方 法 が

用 い ら れ る の が 一 般 的 で あ る 。 こ の よ う な ル ー プ 鉄 筋 ３ １ を 用 い た 工 法 と し て は 、 例 え ば

特 許 文 献 １ 記 載 の 発 明 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の 他 、 特 許 文 献 ２ に は プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 等 に 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 混 合 材

料 か ら な る コ ン ク リ ー ト 部 材 を 用 い 、 コ ン ク リ ー ト 部 材 ど う し の 目 地 部 に は 目 地 長 手 方 向

に 所 定 間 隔 を お い て 、 上 下 方 向 に は 交 互 に 千 鳥 配 置 と な る よ う に 孔 明 き 鋼 板 を 突 設 さ せ 、

そ の 孔 明 き 鋼 板 の 孔 に 目 地 長 手 方 向 に 伸 び る 鋼 棒 を 貫 通 さ せ 、 目 地 部 に コ ン ク リ ー ト 部 材

と 同 じ 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 混 合 材 料 か ら な る コ ン ク リ ー ト あ る い は 同 程 度 の 充 填 材 を 充 填

し て 接 合 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に も 目 地 部 を 挟 ん で 配 置 さ れ る プ レ キ ャ ス ト 部 材 ど う し の 接 合 側 端 部

か ら 孔 明 き 鋼 板 を 突 設 さ せ 、 目 地 部 に お い て 双 方 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 か ら 突 出 さ れ た 孔 明

き 鋼 板 の 孔 が 面 直 角 方 向 で 見 て 略 一 致 す る よ う に し 、 目 地 部 に 充 填 材 を 充 填 す る と と も に

そ れ ら の 孔 に 挿 通 さ せ た Ｐ Ｃ 鋼 材 に よ っ て 充 填 材 の 充 填 部 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と

、 さ ら に 目 地 部 の 充 填 材 と し て 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 混 合 材 料 あ る い は 無 収 縮 モ ル タ ル を 用

い る こ と が で き る 旨 の 記 載 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 非 特 許 文 献 １ に は 、 ジ ベ ル と し て の 孔 明 き 鋼 板 （ Ｐ Ｂ Ｌ ） の 荷 重 伝 達 メ カ ニ ズ ム を 実 験

的 に 検 証 し た こ と が 記 載 さ れ て お り 、 そ の 中 で 、 コ ン ク リ ー ト 中 に 埋 設 し た 孔 明 き 鋼 板 の

押 し 抜 き せ ん 断 試 験 に お い て 、 最 終 的 に ２ 面 せ ん 断 破 壊 の 形 態 と な る こ と が 示 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 非 特 許 文 献 ２ は 、 設 計 基 準 強 度 が １ ２ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
以 上 の 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル の

Ｐ Ｃ 構 造 物 へ の 適 用 に 関 す る 記 載 が あ り 、 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル の 具 体 的 な 配 合 例 や

高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を 用 い た Ｐ Ｃ は り の せ ん 断 力 に 対 す る 特 性 等 が 述 べ ら れ て い る

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ３ ０ ３ ５ ３ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ２ ６ ２ ４ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ０ ９ ６ ０ ０ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 道 菅 裕 一 ， 藤 井 堅 ， 民 家 洋 輔 ， 藤 井 大 成 、 孔 あ き 鋼 板 ジ ベ ル の 荷 重 伝 達

メ カ ニ ズ ム に 関 す る 一 考 察 、 土 木 学 会 、 構 造 工 学 論 文 集 Vol.60A、 2014年 3月

【 非 特 許 文 献 ２ 】 桜 田 道 博 ,森 拓 也 ,大 山 博 明 ,関 博 、 高 強 度 繊 維 補 強 モ ル タ ル の Ｐ Ｃ 構 造

物 へ の 適 用 に 関 す る 実 験 的 研 究 、 土 木 学 会 論 文 集 Ｅ ２ （ 材 料 ・ コ ン ク リ ー ト 構 造 ） Vol.67

（ 2011） No.3、 P411-429

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 述 し た 図 ３ に 示 す ル ー プ 鉄 筋 継 手 に は 、 以 下 の 課 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

(1) 耐 荷 性 に 関 す る 規 定 な ど に よ り 、 ル ー プ 鉄 筋 ３ １ の 重 ね 長 ｗ の 制 限 が あ る た め 、 打 継

幅 を 小 さ く で き な い 。 そ の た め 、 直 接 輪 荷 重 を 受 け る 範 囲 が 広 く な り 、 疲 労 耐 久 性 の 観 点

で 有 利 と は 言 え な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

(2) ル ー プ 鉄 筋 ３ １ の 曲 げ 半 径 の 規 定 が あ る た め 、 鉄 筋 径 に よ っ て 床 版 厚 を 小 さ く で き な

い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

(3) プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 施 工 は 、 先 行 す る 床 版 を 施 工 後 、 次 の 床 版 を 設 置 し

た 後 、 ル ー プ 鉄 筋 ３ １ を 交 差 さ せ る 位 置 ま で 水 平 移 動 す る 必 要 が あ る た め 、 施 工 手 間 が 生

じ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

(4) プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 を 架 設 し た 後 、 ル ー プ 鉄 筋 ３ １ の 内 側 に 拘 束 鉄 筋 ３ ２

を 挿 入 す る 必 要 が あ る た め 、 施 工 手 間 が 生 じ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

(5) 後 打 ち 部 は 、 収 縮 を 制 限 し た コ ン ク リ ー ト ３ ３ を 打 設 す る が 、 収 縮 に 伴 う 界 面 の 口 開

き に 懸 念 が 残 る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

(6) 後 埋 め 部 に は 、 早 強 コ ン ク リ ー ト が 施 工 さ れ る が 、 舗 装 を 施 工 す る ま で の 養 生 時 間 が

必 要 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ 記 載 の 発 明 の 場 合 、 床 版 等 に 繊 維 補 強 セ メ ン ト 系 混 合 材 料 か ら な る コ

ン ク リ ー ト 部 材 を 用 い る こ と で 、 断 面 の 縮 小 化 、 部 材 の 軽 量 化 を 図 り 、 目 地 部 に 孔 明 き 鋼

板 と そ の 孔 を 貫 通 す る 鋼 棒 を 用 い る こ と で 、 目 地 幅 の 縮 小 を 図 っ て お り 、 孔 明 き 鋼 板 の 孔

を 貫 通 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト の せ ん 断 抵 抗 お よ び 孔 に お け る 支 圧 抵 抗 に よ っ て 引 張 外 力 に

抗 さ せ 、 鋼 棒 で 有 孔 プ レ ー ト ど う し を 連 結 し て 構 成 す る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 部 材 か

ら の 引 張 力 を 鋼 棒 に 作 用 す る せ ん 断 力 を 介 し て 他 方 の コ ン ク リ ー ト 部 材 へ 伝 達 す る と し て

い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】
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　 し か し な が ら 、 上 述 し た 非 特 許 文 献 １ に も あ る よ う に 、 孔 明 き 鋼 板 の 荷 重 伝 達 メ カ ニ ズ

ム に お い て は 、 孔 明 き 鋼 板 に 大 き な 押 し 抜 き せ ん 断 力 が 作 用 し た 場 合 、 ２ 面 せ ん 断 破 壊 の

形 態 で の 破 壊 が 生 じ る 恐 れ が あ る 。 ま た 、 孔 明 き 鋼 板 が 上 下 方 向 に 千 鳥 配 置 と な る た め 、

床 版 の 設 置 作 業 が 困 難 で あ り 、 孔 明 き 鋼 板 の 孔 に 通 す 鋼 棒 に つ い て も 施 工 性 や コ ス ト の 問

題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 特 許 文 献 ３ 記 載 の 発 明 も 同 様 で あ り 、 ま た 現 場 で 孔 明 き 鋼 板 の 孔 に 通 し た Ｐ Ｃ 鋼 材 に プ

レ ス ト レ ス を 導 入 す る 作 業 に は 手 間 が か か る 他 、 プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る た め に は そ れ な

り の 目 地 幅 を 確 保 し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 の 解 決 を 図 っ た も の で あ り 、 劣 化 し た Ｒ Ｃ 床 版

の 取 り 替 え 工 事 な ど に お い て 急 速 施 工 が 可 能 で 、 か つ 目 地 幅 を 縮 小 さ せ つ つ 耐 久 性 に も 優

れ た プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 お よ び そ の 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的

と し た も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 は 、 床 版 の 取 り 替 え を 目 的 と し て 短 期 間 で 供 用 さ れ る 急 速 施 工 用 プ レ キ ャ ス ト コ

ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 で あ っ て 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 ど う し を 目 地 部

で 所 定 間 隔 を お い て 架 設 し 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 ど う し の 目 地 部 に 面 す る

端 面 に は 、 そ れ ぞ れ 目 地 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 を お い て 複 数 の 孔 明 き 鋼 板 が 突 出 し 、 か つ 対

向 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 孔 明 き 鋼 板 ど う し が 互 い に 平 行 で 近 接 す る よ う に

重 ね 合 わ せ た 状 態 で 、 該 目 地 部 に 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を 充 填 し て 接 合 し て い る こ と

を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 な お 、 本 発 明 で 言 う プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 に は 、 プ レ ス ト レ ス を 導 入 し た プ レ

キ ャ ス ト プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 （ プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 床 版 ） が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 目 地 部 に お い て は 、 充 填 さ れ た 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル 内 に 、 双 方 の プ レ キ ャ ス ト コ

ン ク リ ー ト 床 版 の 端 面 か ら 突 出 し た 縦 向 き の 板 状 の 孔 明 き 鋼 板 が 単 に 埋 設 さ れ た 状 態 で あ

り 、 従 来 の ル ー プ 鉄 筋 を 用 い た 接 合 部 に 比 べ 、 施 工 が 大 幅 に 簡 略 化 さ れ る と と も に 、 目 地

幅 も 大 幅 に 縮 小 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 上 述 し た 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ 記 載 の 発 明 と 比 べ て も 鋼 棒 あ る い は プ レ ス ト レ

ス 導 入 の た め の Ｐ Ｃ 鋼 材 を 必 要 と し な い の で 、 現 場 施 工 に お け る 目 地 部 の 作 業 が 大 幅 に 削

減 さ れ 、 施 工 も 容 易 で あ る た め 目 地 幅 を さ ら に 縮 小 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 一 方 、 耐 久 性 に つ い て も 、 対 向 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 孔 明 き 鋼 板 ど う し

が 互 い に 平 行 で 近 接 す る よ う に 重 ね 合 わ せ る た め 、 支 圧 力 と の 関 係 で ２ 面 せ ん 断 破 壊 の 形

態 と は な ら ず 、 鋼 棒 や プ レ ス ト レ ス の 導 入 が な く て も 目 地 部 の 強 度 的 安 定 性 を 確 保 す る こ

と が で き る 。 ま た 、 目 地 幅 を 縮 小 さ せ る こ と が で き る た め 、 目 地 部 に お け る 輪 荷 重 の 影 響

も 小 さ く な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 を 道 路 橋 に 適 用 す る 場 合 に お い て 、 目 地 部 幅 、 す な わ ち 目 地 部 の 間 隔 は 、 上 述 の

理 由 か ら で き る だ け 小 さ く す る こ と が 好 ま し い が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 は ３ ０ ０ ｍ ｍ く

ら い 必 要 と さ れ て い た 目 地 幅 Ｃ を １ ０ ０ ～ １ ６ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が 可 能 で あ り 、 間 詰

め 部 の 施 工 量 が 少 な い 、 急 速 施 工 が 可 能 、 現 場 施 工 範 囲 を 極 力 少 な く す る こ と が で き る 、

高 耐 久 な プ レ キ ャ ス ト 部 分 が 広 く な る と い っ た 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 孔 明 き 鋼 板 の 形 状 や 配 置 に 関 し て は 、 目 地 部 を 挟 む 一 方 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床

版 の 目 地 部 に 面 す る 端 面 か ら 突 出 す る 孔 明 き 鋼 板 ど う し の 板 厚 中 心 間 の 間 隔 が 目 地 長 手 方
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向 の 間 隔 ａ が １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ 、 よ り 好 ま し く は １ ５ ０ ～ ２ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 、 対 向 す る プ

レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 孔 明 き 鋼 板 ど う し の 板 厚 中 心 間 の 間 隔 ｂ が 孔 明 き 鋼 板 の 板

厚 ｔ （ 通 常 、 ８ ～ １ ５ ｍ ｍ 程 度 ） よ り 大 き く か つ １ ０ ～ ６ ５ ｍ ｍ 程 度 と し 、 目 地 部 に お け

る 孔 明 き 鋼 板 の 上 下 の 被 り 厚 ｒ が ３ ０ ｍ ｍ ～ ７ ０ ｍ ｍ 程 度 、 孔 径 ｄ は 孔 内 に 入 り 込 む 高 強

度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル や 支 圧 抵 抗 と の 関 係 で ３ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル は 、 非 特 許 文 献 ２ に も 記 載 さ れ て い る よ う に 、 粗 骨 材 を 使 用

し な い た め 、 骨 材 を そ れ ほ ど 厳 選 す る こ と な く 、 優 れ た 流 動 性 、 自 己 充 填 性 お よ び 高 い 設

計 基 準 強 度 が 得 ら れ 、 ま た 鋼 繊 維 を 混 入 し て い る こ と か ら 自 己 収 縮 等 に よ る ひ び 割 れ を 防

止 す る こ と や 高 強 度 コ ン ク リ ー ト 特 有 の 脆 性 的 な 破 壊 を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ る と さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 に お い て は 設 計 基 準 強 度 が １ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
以 上 、 １ 日 の 発 現 強 度 が ３ ０ Ｎ ／ ｍ

ｍ
2
以 上 の 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 配 合 に 関 し て は 、 非 特 許

文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る も の や 、 そ の 他 従 来 知 ら れ て い る も の を 基 準 と し て 設 計 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 発 明 の 急 速 施 工 用 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 の 施 工 方 法 は 、 上 述 の 急

速 施 工 用 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 を 道 路 橋 に お け る 床 版 の 取 り 替 え 工 事

に 適 用 す る も の で あ り 、 既 存 の コ ン ク リ ー ト 床 版 を 撤 去 す る 工 程 と 、 前 記 既 存 の コ ン ク リ

ー ト 床 版 を 撤 去 し た 位 置 に 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 を 、 橋 軸 方 向 に 隣 接 す る プ レ

キ ャ ス ト 床 版 と の 間 に 目 地 幅 に 応 じ た 所 定 間 隔 を お い て 、 か つ 隣 接 し て 対 向 す る プ レ キ ャ

ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 孔 明 き 鋼 板 ど う し が 互 い に 平 行 に 近 接 す る よ う に 架 設 す る 工 程 と

、 前 記 目 地 部 に 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を 充 填 す る 工 程 と 、 該 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ

ル の 養 生 お よ び 硬 化 に よ り 、 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 ど う し を 一 体 化 す る

工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 既 存 の コ ン ク リ ー ト 床 版 を 撤 去 し た 後 の 、 主 要 な 現 場 作 業 は プ レ キ

ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 設 と 目 地 部 へ の 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル の 充 填 お よ び 養 生

の み で あ る た め 、 背 景 技 術 の 項 で 述 べ た い ず れ の 従 来 技 術 と 比 較 し て も 大 幅 な 施 工 性 の 向

上 が 図 れ 、 交 通 を 遮 断 す る 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

(1) 孔 明 き 鋼 板 の 孔 に 充 填 さ れ る 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル の 水 平 せ ん 断 力 が 版 の 曲 げ に

抵 抗 す る た め 、 場 所 打 ち 部 の 幅 を 極 力 小 さ く で き る 。 ま た 、 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を

打 設 す る た め 、 そ の 鋼 繊 維 に よ っ て 孔 の モ ル タ ル の 拘 束 効 果 が 期 待 で き 、 孔 の 中 に 鉄 筋 を

通 す 必 要 が な い 。 そ の た め 、 施 工 の 効 率 化 が 図 れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

(2) 目 地 幅 が 小 さ く な る 分 、 高 耐 久 な プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 を 大 き く で き 、 更 に

場 所 打 ち 部 を 極 力 小 さ く で き る た め 、 輪 荷 重 に よ る 疲 労 耐 久 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

(3) 対 向 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 孔 明 き 鋼 板 ど う し が 互 い に 平 行 で 近 接 す る

よ う に 重 ね 合 わ せ る た め 、 孔 明 き 鋼 板 で 問 題 と な る ２ 面 せ ん 断 破 壊 の 形 態 と は な ら ず 、 床

版 の 曲 げ 抵 抗 を 、 孔 明 き 鋼 板 の 孔 で 受 け る の で 、 床 版 厚 を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

(4) ル ー プ 鉄 筋 に 比 べ 、 先 行 す る 床 版 を 施 工 後 、 次 の 床 版 を 直 接 落 と し 込 め 、 ま た 鋼 棒 や

プ レ ス ト レ ス の 導 入 が な く て も 目 地 部 の 強 度 的 安 定 性 を 確 保 す る こ と が で き 、 目 地 幅 を 縮

小 さ せ 施 工 手 間 が 生 じ な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

(5) ル ー プ 鉄 筋 を 配 置 し な い た め 、 鉄 筋 の 曲 げ 加 工 に 伴 う 曲 げ 半 径 の 制 約 が な く 、 床 版 厚
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を 従 来 よ り 小 さ く で き 、 軽 量 化 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

(6) 後 打 ち 部 に は 、 収 縮 性 能 の 極 め て 小 さ い 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を 施 工 す る た め 、

収 縮 に 伴 う 界 面 の 口 開 き が 無 く 、 耐 久 性 の 向 上 に 繋 が る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

(7) 後 打 ち 部 の 間 詰 め モ ル タ ル に は 、 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を 施 工 す る た め 、 １ 日 の

発 現 強 度 ３ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
以 上 が 期 待 で き 、 翌 日 舗 装 の 施 工 が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 急 速 施 工 用 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 の 一 実 施 形 態 を 示

し た も の で 、 (a)は 接 合 部 の 縦 断 面 図 、 (b)は 水 平 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 設 状 態 を 概 略 的 に 示 し た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 従 来 の ル ー プ 鉄 筋 を 用 い た 接 合 部 を 示 し た も の で 、 (a)は 接 合 部 の 縦 断 面 図 、 (b)

は 水 平 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 急 速 施 工 用 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 の 接 合 構 造 を 道 路 橋 の 床 版

取 り 替 え 工 事 に 利 用 す る 場 合 の 一 実 施 形 態 を 示 し た も の で 、 既 存 の 床 版 を 撤 去 し た 桁 上 に

プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ ど う し を 目 地 部 Ｓ で 所 定 間 隔 を お い て 架 設 し 、 目 地 部 Ｓ

に 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル ９ を 充 填 し て 接 合 し て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ の 目 地 部 Ｓ に 面 す る 端 面 に は 、 目 地 長 手 方 向 に 所 定 間

隔 ａ を お い て 複 数 の 孔 明 き 鋼 板 ２ を 突 出 さ せ て あ り 、 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル ９ を 充 填

し て 接 合 し た 状 態 で は 、 対 向 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ の 孔 明 き 鋼 板 ２ ど う し

が 互 い に 平 行 に 間 隔 ｂ で 近 接 す る よ う に す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 こ の よ う に 本 発 明 で は 対 向 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ の 孔 明 き 鋼 板 ２ ど う し

を 近 接 さ せ て 重 ね 合 わ せ た 状 態 と し 、 ２ 面 せ ん 断 破 壊 を 回 避 し つ つ 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク

リ ー ト 床 版 １ の 曲 げ を 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル ９ を 充 填 し た 孔 明 き 鋼 板 ２ の 孔 ３ と 板 面

に よ る 支 圧 で 受 け る 構 造 と し て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ の 例 で は 、 孔 明 き 鋼 板 ２ を 延 長 し た 延 長 部 分 を プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ に 埋

め 込 み 、 こ の 延 長 部 分 に 形 成 し た 貫 通 孔 ４ に 鉄 筋 ５ を 通 し て 定 着 さ せ て い る が 、 孔 明 き 鋼

板 ２ の 定 着 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い 。

　 な お 、 孔 明 き 鋼 板 ２ の 定 着 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ の 製 作 時 に 行 わ れ る た

め 、 現 場 施 工 を 煩 雑 に す る こ と は な い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 実 施 例 に お け る 寸 法 に 関 し て は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ の 厚 さ Ｔ ＝ ２ ２ ０

ｍ ｍ 、 目 地 部 Ｓ の 下 端 の 目 地 幅 Ｃ 1 ＝ １ ３ ０ ｍ ｍ 、 上 端 の 目 地 幅 Ｃ 2 ＝ １ ６ ０ ｍ ｍ 、 孔 明 き

鋼 板 ２ の 板 厚 ｔ ＝ １ ２ ｍ ｍ 、 高 さ ｈ ＝ １ ４ ０ ｍ ｍ 、 孔 径 ｄ ＝ ３ ５ ｍ ｍ 、 被 り 厚 ｒ ＝ ４ ０ ｍ

ｍ 、 目 地 部 Ｓ を 挟 む そ れ ぞ れ の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ に お け る 孔 明 き 鋼 板 ２ ど

う し の 板 厚 中 心 間 の 間 隔 ａ ＝ １ ８ ０ ｍ ｍ 、 対 向 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 １ の 孔

明 き 鋼 板 ２ ど う し の 板 厚 中 心 間 の 間 隔 ｂ ＝ ４ ５ ｍ ｍ を 想 定 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 劣 化 し た Ｒ Ｃ 床 版 を 取 り 替 え る 場 合 、 新 た な 床 版 と し て 、 一 般 的 に 、 床 板 の 耐 久 性 、 急

速 施 工 を 考 慮 し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 橋 軸 直 角 方 向 に は 、 交 通 荷 重 Ｐ 等 に よ る 床 版 の 曲

げ 変 形 に 抵 抗 す る た め 、 プ レ テ ン シ ョ ン あ る い は ポ ス ト テ ン シ ョ ン 工 法 に よ り 、 横 締 め Ｐ

Ｃ 鋼 材 ７ に よ る プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ た プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 床 版 が 用 い ら れ 、 図 ２ の 横 目

地 Ｓ 1 に は 、 通 常 、 コ ン ク リ ー ト が 施 工 さ れ 一 体 化 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 ま た 、 床 板 の 部 分 取 り 換 え の 場 合 に は 、 図 ２ に 示 す よ う な 縦 目 地 Ｓ 2 が で き る 場 合 も あ

る 。

　 本 発 明 は 、 こ の 目 地 部 の 構 造 に 特 徴 が あ り 、 従 来 の 目 地 構 造 を 、 構 造 面 、 施 工 面 で 優 位

に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 例 え ば 、 図 ２ の 主 桁 ２ １ 中 央 付 近 の 横 目 地 Ｓ 1 上 に 交 通 荷 重 Ｐ が 載 荷 さ れ た 場 合 に は 、

床 板 は ２ 方 向 性 曲 げ 挙 動 を 受 け る 。 つ ま り 、 橋 軸 直 角 方 法 曲 げ （ 横 方 向 曲 げ ） と 橋 軸 方 向

曲 げ （ 縦 方 向 曲 げ ） が 生 じ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ こ で 、 横 方 向 曲 げ に 対 す る 接 合 目 地 の 挙 動 を 考 え る 。

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 床 版 １ に つ い て は 、 導 入 さ れ た プ レ ス ト レ ス が 横

方 向 曲 げ に 抵 抗 す る が 、 接 合 目 地 部 Ｓ 1 に つ い て は 、 現 場 施 工 で あ る た め 、 交 通 荷 重 の 曲

げ 挙 動 を 直 接 受 け る 。 し か し な が ら 、 曲 げ 挙 動 に 対 す る 床 版 の 設 計 は 、 単 位 幅 当 た り の 鉄

筋 量 で 曲 げ 抵 抗 を 計 算 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 発 明 の 場 合 、 接 合 目 地 幅 が １ ０ ０ ～ １ ６ ０ ｍ ｍ 程 度 に な る た め 、 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 床

版 に 配 置 さ れ る 横 方 向 曲 げ 鉄 筋 量 で 充 分 抵 抗 で き る と と も に 、 目 地 部 Ｓ に 施 工 す る 高 強 度

鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル ９ の 圧 縮 強 度 が １ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
以 上 で あ る た め 、 想 定 さ れ る ひ び 割

れ 発 生 限 界 応 力 度 の １ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
以 上 （ １ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ

2
の 約 １ ／ １ ０ ） を 期 待 で き 、 従

来 の 接 合 構 造 （ 図 ３ 参 照 ） の よ う な ル ー プ 鉄 筋 内 の 鉄 筋 の 配 置 が 必 要 な い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 次 に 、 橋 軸 方 向 曲 げ に 対 す る 接 合 目 地 の 挙 動 を 考 え る 。

　 橋 軸 方 向 曲 げ に つ い て は 、 基 本 的 に Ｒ Ｃ 構 造 と し て 設 計 す る が 、 接 合 目 地 前 後 の プ レ キ

ャ ス ト 床 版 １ 端 面 に 交 互 に 配 置 さ れ た 孔 明 き 鋼 板 ２ の 孔 ３ （ 図 １ 参 照 ） に 充 填 さ れ る 高 強

度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル ９ の 拘 束 効 果 に よ っ て 、 十 分 な 曲 げ 抵 抗 を 期 待 で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 従 っ て 、 従 来 の ル ー プ 鉄 筋 の よ う に 、 鉄 筋 の 曲 げ 半 径 に 依 存 さ れ る こ と な く 、 床 板 厚 、

接 合 幅 を 小 さ く で き 、 施 工 期 間 の 短 縮 等 、 施 工 の 優 位 性 に つ な が る 。

　 接 合 目 地 に 施 工 さ れ る 材 料 は 、 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル を 使 用 す る 。 こ れ に よ っ て 、

前 述 し た 構 造 特 性 を 満 足 で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 本 材 料 は 、 １ 日 発 現 強 度 を ３ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
以 上 期 待 で き 、 ４ 週 強 度 は １ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ

2
以

上 で あ り 、 早 期 に 機 械 設 備 を 床 版 に 載 荷 可 能 で あ る 。 ま た 、 収 縮 も ９ １ 日 材 令 で ２ ０ ０ μ

以 下 に 抑 え る こ と が で き る た め 、 界 面 剥 離 や ひ び 割 れ も 発 生 し な い の で 、 床 板 表 面 の 防 水

効 果 も 期 待 で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 本 材 料 の 内 、 モ ル タ ル 構 成 材 料 は 、 早 強 セ メ ン ト 、 高 炉 ス ラ グ 、 膨 張 材 、 高 性 能 減 水 剤

、 消 泡 剤 、 収 縮 低 減 剤 及 び 珪 砂 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 一 方 、 鋼 繊 維 は 、 高 強 度 極 細 鋼 繊 維 で 、 引 張 強 度 は ２ ０ ０ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
以 上 、 外 径 ０ ．

２ ｍ ｍ 、 長 さ １ ５ ｍ ｍ で 、 表 面 に ブ ラ ス め っ き 処 理 し た も の な ど を 用 い る こ と が で き る 。

鋼 繊 維 の 混 入 量 は 、 概 ね ２ ． ２ ５ vol％ で あ る 。 な お 、 高 強 度 鋼 繊 維 補 強 モ ル タ ル の 鋼 繊

維 は 現 場 投 入 と す る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 １ … プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 床 版 （ プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 床 版 ） 、 ２ … 孔 明 き 鋼 板 、 ３ …

孔 、 ４ … 貫 通 孔 、 ５ … 鉄 筋 、 ６ … 床 版 の 横 方 向 曲 げ 鉄 筋 、 ７ … Ｐ Ｃ 鋼 材 、 ９ … 高 強 度 鋼 繊

維 補 強 モ ル タ ル 、

　 ２ １ … 主 桁 、

　 Ｓ … 目 地 部 、 Ｓ 1 … 横 目 地 （ 橋 軸 直 角 方 向 の 目 地 部 ） 、 Ｓ 2 … 縦 目 地 （ 橋 軸 方 向 の 目 地 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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